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祝
！
成
人
！
２
０
歳
！

　
成
人
式
が
行
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
の
同
級
生
と
の
再
会

に
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

（左から）

　さいとう　ゆ　　いさん（６さい）

　すがわら　ほ の かさん（６さい）

　あきもと　く る みさん（６さい）

　いしざわ　ゆ う なさん（５さい）

みよし保育園のなかよしたち

「豆まき会　がんばるぞー！！」

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

　
憧
れ
の
職
業

　
水
島
新
司
氏
の
訃
報
に
触
れ
、
懐
か
し
く
引

っ
ぱ
り
出
し
ま
し
た
。
私
が
昔
か
い
た
野
球
漫

画
で
す
。

　
私
が
小
さ
い
頃
、
た
い
て
い
の
男
の
子
は
プ

ロ
野
球
選
手
に
憧
れ
た
も
の
で
す
。
な
に
せ

「
巨
人
、
大
鵬
、
卵
焼
き
」
の
世
代
。
私
な
ど

は
、
五
十
歳
ま
で
朝
野
球
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、

気
分
は
い
つ
で
も「
四
番
、
サ
ー
ド
、
長
嶋
」で

し
た
。（
笑
）

　
紙
と
鉛
筆
さ
え
あ
れ
ば
、
一
日
中
漫
画
を
か

い
て
過
ご
せ
る
子
で
し
た
か
ら
、
漫
画
家
へ
の

憧
れ
も
相
当
で
し
た
。

　
で
も
、
そ
の
憧
れ
も
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
り
ま
し

た
。
映
画
の
看
板
屋
さ
ん
の
仕
事
場
に
出
会
い

「
あ
ん
な
大
き
な
看
板
に
絵
が
か
け
る
ん
だ
」

と
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た
り
、
金
多
豆
蔵
の
人

形
芝
居
を
見
て
は
弟
子
入
り
を
本
気
で
悩
ん
だ

り
、
先
生
か
ら
「
お
ま
え
は
キ
ャ
ク
ホ
ン
カ
に

な
れ
る
」
と
ヨ
イ
シ
ョ
さ
れ
、
そ
の
意
味
も
よ

く
わ
か
ら
な
い
の
に
の
ぼ
せ
上
が
っ
た
り…

…

。

　
憧
れ
の
ベ
ク
ト
ル
が
に
ぎ
や
か
に
あ
ち
こ
ち

乱
れ
飛
ん
で
、
ひ
と
り
勝
手
に
盛
り
上
が
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
子
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
今
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
？

　
数
年
前
、
小
学
校
卒
業
前
の
あ
る
男
の
子
に
、

将
来
な
り
た
い
職
業
を
き
い
た
と
こ
ろ
、
返
っ

て
き
た
答
え
が
「
コ
ン
ビ
ニ
の
店
員
」
。
「
男

子
一
生
の
仕
事
と
し
て
は
も
の
た
り
な
い
。
店

長
と
か
オ
ー
ナ
ー
を
め
ざ
さ
な
い
の
か
？
」
と

き
き
返
す
と
、
「
一
生
バ
イ
ト
し
な
が
ら
、
貯

め
た
お
金
で
好
き
な
ゲ
ー
ム
を
買
う
」
と
の
こ

と
。

　
正
直
、
み
み
っ
ち
い
夢
に
失
望
し
ま
し
た
。

よ
く
聞
く
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
か
、
ス
ポ
ー
ツ

選
手
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
方
が
ま
だ
ま
し
で
す
。

　
自
分
の
度
量
は
さ
て
置
い
て
、
身
の
程
知
ら

ず
の
大
き
な
夢
を
ド
ド
ン
と
持
つ
の
が
子
ど
も

と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
叶
う
叶
わ
な
い
に
関

係
な
く
、
そ
の
憧
れ
の
強
さ
が
、
人
生
を
突
き

動
か
す
け
っ
こ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い

く
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
長
じ
る
に
つ
れ
、
い
や
で
も
夢
と
現
実
の
距

離
を
客
観
視
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
夢
の
捨
て

方
や
そ
の
代
わ
り
も
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
。

　
私
も
憧
れ
は
し
ま
し
た
が
、
本
気
で
漫
画
家

を
め
ざ
し
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
画

力
は
自
然
に
向
上
し
て
も
、
私
に
は
深
い
思

想
・
哲
学
も
な
い
、
ス
ト
ー
リ
ー
構
想
力
も
す

ぐ
に
底
を
つ
く
だ
ろ
う
。
趣
味
の
範
囲
内
で
楽

し
め
。
大
人
に
必
要
な
の
は
、
冷
静
な
自
己
分

析
だ
！

　
正
し
い
判
断
だ
っ
た
と
、
今
は
思
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
　
　（
教
育
長
　
草
創
　
文
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
創
教
育
長
の

　
　
　「今
月
の
一
枚
」
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今年、５８人（男３１人・女２７人）の若者が成人式を迎えました。
式典には、３３人の新成人が出席し２０歳の門出を祝いました。

創～未来へ突き進め！～

深浦中学校岩崎中学校

大戸瀬中学校

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

　掘
り
起
こ
し
て
み
た
！

　〜
大
戸
瀬
中
学
校
卒
業
生
〜

　
令
和
３
年
11
月
28
日
、
平
成
28
年
度
卒
業
生

で
成
人
を
迎
え
た
平
沢
千
春
さ
ん
、
佐
藤
一
誠

さ
ん
、
島
太
智
さ
ん
、
田
中
翔
太
さ
ん
が
、
中

学
３
年
生
の
時
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を

掘
り
起
こ
し
ま
し
た
。
　

　
そ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
成
人
式
の
あ
と

に
同
級
生
た
ち
と
中
身
を
確
認
。
懐
か
し
い
思

い
出
の
品
や
、
中
学
生
の
時
に
書
い
た
20
歳
の

自
分
へ
宛
て
た
手
紙
を
手
に
取
り
、
思
い
出
を

語
り
合
い
ま
し
た
。

3年Ａ組の軒下の花壇にて
少し濡れていたけど、5年前の埋めた
時のまま残っていました　懐かしい～！

深浦町成人式
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中
学
１
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

齊
藤
　
旬（
岩
崎
中
学
校
）

　「
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
」

中
学
２
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

竹
内
　
花
菜（
岩
崎
中
学
校
）

　「
性
格
の
鎖
」

中
学
３
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

藤
田
　
瞬
作（
岩
崎
中
学
校
）

　「
素
晴
ら
し
い
宇
宙
」

小
学
４
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

坂
崎
　
理
虎（
深
浦
小
学
校
）

　「
ニ
コ
ニ
コ
ピ
ー
ス
」

小
学
５
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

井
上
　
陽（
深
浦
小
学
校
）

　「
当
た
れ
！
」

　
　

小
学
６
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

村
山
　
万
智（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

　「
カ
ト
リ
ッ
ク
元
町
教
会
」

　

小
学
１
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

派
谷
　
埜
乃
愛（
修
道
小
学
校
）

　「
う
さ
ぎ
に
さ
わ
っ
た
よ
」

小
学
２
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

藤
田
　
浩
惟（
修
道
小
学
校
）

　「
ベ
ロ
ベ
ロ
バ
ー
」

　
　

小
学
３
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

熊
谷
　
海
音（
深
浦
小
学
校
）

　「
メ
ダ
カ
の
そ
う
じ
を
が
ん
ば
る
ぞ
」

第
13
回「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
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深
浦
町
美
術
館
で
は
、
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
感
性
や
創
造
力
を
育
て
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
「
わ
た
し
が
描
い
た
絵
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
町
内
小
中
学
校
を
対
象
に
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
応
募
作
品
２
１
５
点
の
中
か

ら
学
年
別
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
２
月
中
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

で
閉
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
３
月
１
日

（
火
）
か
ら
６
日
（
日
）
ま
で
期
間
を
延
長

し
て
深
浦
町
美
術
館
に
て
全
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

　
期
間
中
は
町
民
の
入
館
料
は
無
料
で
す
の

で
、
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
是
非
ご
観
賞
く

だ
さ
い
。

　
　
　小
学
生
の
部
入
賞
者

■
１
年
生
の
部  

 

最
優
秀
賞
　
派
谷
埜
乃
愛
（
修
道
小
学
校
） 

優
秀
賞
　
島
川
　
保
喜
（
深
浦
小
学
校
） 

入
　
　
賞
　
三
浦
京
太
郎
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
紀
本
　
湊
太
（
深
浦
小
学
校
） 

入
　
　
賞
　
児
玉
　
澪
南
（
深
浦
小
学
校
） 

入
　
　
賞
　
藤
田
琉
之
介
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
松
下
　
駿
汰
（
修
道
小
学
校
） 

■
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
藤
田
　
浩
惟
（
修
道
小
学
校
）

優
秀
賞
　
山
本
み
る
と
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
田
浦
　
星
虎
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
佐
藤
　
紅
華
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
小
野
光
太
郎
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
岩
谷
　
脩
流
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
山
根
衣
梨
那
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

■
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
熊
谷
　
海
音
（
深
浦
小
学
校
） 

優
秀
賞
　
鈴
木
励
士
朗
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
三
浦
　
慶
也
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
工
藤
　
愛
紗
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
三
上
　
詩
月
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
中
村
愛
優
琉
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
神
馬
　
玲
斗
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

■
４
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
坂
崎
　
理
虎
（
深
浦
小
学
校
） 

優
秀
賞
　
小
山
内
詩
花
（
深
浦
小
学
校
） 

入
　
　
賞
　
小
野
　
柑
菜
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
金
沢
　
真
奈
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
山
下
　
海
音
（
修
道
小
学
校
） 

入
　
　
賞
　
徳
田
　
咲
瑚
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
大
谷
　
菜
実
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

■
５
年
生
の
部  

 
 

最
優
秀
賞
　
井
上
　
　
陽
（
深
浦
小
学
校
） 

優
秀
賞
　
寺
山
　
琉
唯
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
山
本
　
陽
士
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
新
岡
慎
三
郎
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
加
藤
　
快
和
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
小
山
　
美
鈴
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
岩
本
　
結
愛
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

 
 

 
 

 

■
６
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
村
山
　
万
智
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

優
秀
賞
　
大
谷
　
小
雪
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
大
沢
　
松
風
（
深
浦
小
学
校
）

第
13
回「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
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賞
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を
紹
介
し
ま
す

入
　
　
賞
　
佐
藤
　
奈
実
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
西
沢
　
心
結
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
斉
藤
　
羽
奏
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
工
藤
　
至
流
（
修
道
小
学
校
）

　
　
　中
学
生
の
部
入
賞
者

 
 

 
 

■
１
年
生
の
部  

 
 

最
優
秀
賞
　
齊
藤
　
　
旬
（
岩
崎
中
学
校
） 

優
秀
賞
　
笹
森
　
結
月
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
佐
藤
　
昂
誠
（
大
戸
瀬
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
松
下
　
幸
恵
（
大
戸
瀬
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
川
村
　
海
晴
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
鶴
田
　
日
菜
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
三
浦
　
佑
月
（
岩
崎
中
学
校
） 

 
 

 
 

■
２
年
生
の
部  

 
 

最
優
秀
賞
　
竹
内
　
花
菜
（
岩
崎
中
学
校
） 

優
秀
賞
　
猿
川
　
　
楽
（
大
戸
瀬
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
岸
本
　
楓
華
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
伊
藤
　
優
生
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
沖
見
　
宗
祐
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
菊
池
　
佑
奈
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
原
田
わ
か
ば
（
岩
崎
中
学
校
） 

 
 

 
 

■
３
年
生
の
部  

 

最
優
秀
賞
　
藤
田
　
瞬
作
（
岩
崎
中
学
校
）

優
秀
賞
　
村
山
　
琉
生
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
沖
見
　
和
哉
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
柴
田
　
昂
侑
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
秋
穂
　
清
良
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
秋
穂
　
和
花
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
原
田
　
　
藍
（
岩
崎
中
学
校
）



中
学
１
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

齊
藤
　
旬（
岩
崎
中
学
校
）

　「
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
」

中
学
２
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

竹
内
　
花
菜（
岩
崎
中
学
校
）

　「
性
格
の
鎖
」

中
学
３
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

藤
田
　
瞬
作（
岩
崎
中
学
校
）

　「
素
晴
ら
し
い
宇
宙
」

小
学
４
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

坂
崎
　
理
虎（
深
浦
小
学
校
）

　「
ニ
コ
ニ
コ
ピ
ー
ス
」

小
学
５
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

井
上
　
陽（
深
浦
小
学
校
）

　「
当
た
れ
！
」

　
　

小
学
６
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

村
山
　
万
智（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

　「
カ
ト
リ
ッ
ク
元
町
教
会
」

　

小
学
１
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

派
谷
　
埜
乃
愛（
修
道
小
学
校
）

　「
う
さ
ぎ
に
さ
わ
っ
た
よ
」

小
学
２
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

藤
田
　
浩
惟（
修
道
小
学
校
）

　「
ベ
ロ
ベ
ロ
バ
ー
」

　
　

小
学
３
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

熊
谷
　
海
音（
深
浦
小
学
校
）

　「
メ
ダ
カ
の
そ
う
じ
を
が
ん
ば
る
ぞ
」

第
13
回「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
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深
浦
町
美
術
館
で
は
、
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
感
性
や
創
造
力
を
育
て
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
「
わ
た
し
が
描
い
た
絵
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
町
内
小
中
学
校
を
対
象
に
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
応
募
作
品
２
１
５
点
の
中
か

ら
学
年
別
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
２
月
中
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

で
閉
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
３
月
１
日

（
火
）
か
ら
６
日
（
日
）
ま
で
期
間
を
延
長

し
て
深
浦
町
美
術
館
に
て
全
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

　
期
間
中
は
町
民
の
入
館
料
は
無
料
で
す
の

で
、
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
是
非
ご
観
賞
く

だ
さ
い
。

　
　
　小
学
生
の
部
入
賞
者

■
１
年
生
の
部  

 

最
優
秀
賞
　
派
谷
埜
乃
愛
（
修
道
小
学
校
） 

優
秀
賞
　
島
川
　
保
喜
（
深
浦
小
学
校
） 

入
　
　
賞
　
三
浦
京
太
郎
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
紀
本
　
湊
太
（
深
浦
小
学
校
） 

入
　
　
賞
　
児
玉
　
澪
南
（
深
浦
小
学
校
） 

入
　
　
賞
　
藤
田
琉
之
介
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
松
下
　
駿
汰
（
修
道
小
学
校
） 

■
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
藤
田
　
浩
惟
（
修
道
小
学
校
）

優
秀
賞
　
山
本
み
る
と
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
田
浦
　
星
虎
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
佐
藤
　
紅
華
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
小
野
光
太
郎
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
岩
谷
　
脩
流
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
山
根
衣
梨
那
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

■
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
熊
谷
　
海
音
（
深
浦
小
学
校
） 

優
秀
賞
　
鈴
木
励
士
朗
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
三
浦
　
慶
也
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
工
藤
　
愛
紗
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
三
上
　
詩
月
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
中
村
愛
優
琉
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
神
馬
　
玲
斗
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

■
４
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
坂
崎
　
理
虎
（
深
浦
小
学
校
） 

優
秀
賞
　
小
山
内
詩
花
（
深
浦
小
学
校
） 

入
　
　
賞
　
小
野
　
柑
菜
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
金
沢
　
真
奈
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
山
下
　
海
音
（
修
道
小
学
校
） 

入
　
　
賞
　
徳
田
　
咲
瑚
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
大
谷
　
菜
実
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

■
５
年
生
の
部  

 
 

最
優
秀
賞
　
井
上
　
　
陽
（
深
浦
小
学
校
） 

優
秀
賞
　
寺
山
　
琉
唯
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
山
本
　
陽
士
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
新
岡
慎
三
郎
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
加
藤
　
快
和
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
小
山
　
美
鈴
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
岩
本
　
結
愛
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

 
 

 
 

 

■
６
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
村
山
　
万
智
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

優
秀
賞
　
大
谷
　
小
雪
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
大
沢
　
松
風
（
深
浦
小
学
校
）

第
13
回「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

入
　
　
賞
　
佐
藤
　
奈
実
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
西
沢
　
心
結
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
斉
藤
　
羽
奏
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
賞
　
工
藤
　
至
流
（
修
道
小
学
校
）

　
　
　中
学
生
の
部
入
賞
者

 
 

 
 

■
１
年
生
の
部  

 
 

最
優
秀
賞
　
齊
藤
　
　
旬
（
岩
崎
中
学
校
） 

優
秀
賞
　
笹
森
　
結
月
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
佐
藤
　
昂
誠
（
大
戸
瀬
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
松
下
　
幸
恵
（
大
戸
瀬
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
川
村
　
海
晴
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
鶴
田
　
日
菜
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
三
浦
　
佑
月
（
岩
崎
中
学
校
） 

 
 

 
 

■
２
年
生
の
部  

 
 

最
優
秀
賞
　
竹
内
　
花
菜
（
岩
崎
中
学
校
） 

優
秀
賞
　
猿
川
　
　
楽
（
大
戸
瀬
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
岸
本
　
楓
華
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
伊
藤
　
優
生
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
沖
見
　
宗
祐
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
菊
池
　
佑
奈
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
原
田
わ
か
ば
（
岩
崎
中
学
校
） 

 
 

 
 

■
３
年
生
の
部  

 

最
優
秀
賞
　
藤
田
　
瞬
作
（
岩
崎
中
学
校
）

優
秀
賞
　
村
山
　
琉
生
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
沖
見
　
和
哉
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
柴
田
　
昂
侑
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
秋
穂
　
清
良
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
秋
穂
　
和
花
（
岩
崎
中
学
校
）

入
　
　
賞
　
原
田
　
　
藍
（
岩
崎
中
学
校
）
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深浦小４年生が

ふかうら雪人参収穫体験
深浦小４年生が

ふかうら雪人参収穫体験
　深浦小学校の４年生21人が、１月27日に地元特産の「ふかうら雪人参」の収穫体験を舮作
興農組合の畑で行いました。
　「ふかうら雪人参」は、寒さで糖度が高くなる人参の性質を利用して、雪が積もる冬場ま
で土の中で育ててから収穫する町特産の野菜です。
　児童たちは、雪人参の栽培に携わる人の苦労を肌で感じ、その思いや願いを知ることを、
この体験学習で学ぶことができたようです。児童の吉田圭希さんは「雪人参を掘るのは初め
て。また機会があったらやってみたい」と話していました。
　収穫の後、児童たちは加工場へ足を運び、穫れたての雪人参を実食。人参とは思えない甘
さに驚いていました。

たま き

「波打ち際に岩ノリがびっしり !」
　１月22日「深浦マリンキッズ」１１人が岡

崎海岸で『岩ノリ摘み板海苔づくり体験』を

行いました。

　今年は厳冬のおかげで大きく育った岩ノリ。

初めて体験したキッズは「滑ってなかなかつ

かめない」と手を真っ赤にしながらもザルい

っぱいの岩ノリを収穫しました。

　午後は採った岩ノリの味噌汁で体を温めて

から、いよいよ板海苔づくりに挑戦。刻んだ

岩ノリを型枠に流し込み、まきすに広げての

板海苔づくりを体験しました。

２名の民生委員が受賞２名の民生委員が受賞

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６

  永年民生委員・児童委員として地域の福祉
向上のために努力されている方々に対し贈ら
れる永年勤続民生委員・児童委員表彰が１月
26日、文化ホールで行われ、相馬博さん
（７区）、佐藤京子さん（主任児童委員）が
受賞しました。
　これは、現在民生委員・児童委員の職にあ
たって、在任期間が前年度11月30日におい
て通算10年以上の方に贈られます。

受賞された相馬さん（左）と佐藤さん（右）

保育士（正職員・パート）募集要項

◆職種 ： 保育士
◆資格 ： 保育士
◆雇用形態 ： 正社員2人・パート2人（試用期間あり）
◆給与 ： 正職員月給16万円以上、パート時給900円
◆賞与(年) ： 正職員4.0月以上、パート2.0月
◆その他 ： 社保完備、交通費支給、家賃補助あり

 連絡先：社会福祉法人 横磯福祉会　えの木保育園 ◆就業時間 ： 7時00分～18時00分のシフト制
 電話：0173-74-3431　携帯電話：090-6542-6326 ◆休日 ： 日曜・祝祭日、年末年始
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深浦小４年生が

ふかうら雪人参収穫体験
深浦小４年生が

ふかうら雪人参収穫体験
　深浦小学校の４年生21人が、１月27日に地元特産の「ふかうら雪人参」の収穫体験を舮作
興農組合の畑で行いました。
　「ふかうら雪人参」は、寒さで糖度が高くなる人参の性質を利用して、雪が積もる冬場ま
で土の中で育ててから収穫する町特産の野菜です。
　児童たちは、雪人参の栽培に携わる人の苦労を肌で感じ、その思いや願いを知ることを、
この体験学習で学ぶことができたようです。児童の吉田圭希さんは「雪人参を掘るのは初め
て。また機会があったらやってみたい」と話していました。
　収穫の後、児童たちは加工場へ足を運び、穫れたての雪人参を実食。人参とは思えない甘
さに驚いていました。

たま き

「波打ち際に岩ノリがびっしり !」
　１月22日「深浦マリンキッズ」１１人が岡

崎海岸で『岩ノリ摘み板海苔づくり体験』を

行いました。

　今年は厳冬のおかげで大きく育った岩ノリ。

初めて体験したキッズは「滑ってなかなかつ

かめない」と手を真っ赤にしながらもザルい

っぱいの岩ノリを収穫しました。

　午後は採った岩ノリの味噌汁で体を温めて

から、いよいよ板海苔づくりに挑戦。刻んだ

岩ノリを型枠に流し込み、まきすに広げての

板海苔づくりを体験しました。

２名の民生委員が受賞２名の民生委員が受賞

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６

  永年民生委員・児童委員として地域の福祉
向上のために努力されている方々に対し贈ら
れる永年勤続民生委員・児童委員表彰が１月
26日、文化ホールで行われ、相馬博さん
（７区）、佐藤京子さん（主任児童委員）が
受賞しました。
　これは、現在民生委員・児童委員の職にあ
たって、在任期間が前年度11月30日におい
て通算10年以上の方に贈られます。

受賞された相馬さん（左）と佐藤さん（右）

保育士（正職員・パート）募集要項

◆職種 ： 保育士
◆資格 ： 保育士
◆雇用形態 ： 正社員2人・パート2人（試用期間あり）
◆給与 ： 正職員月給16万円以上、パート時給900円
◆賞与(年) ： 正職員4.0月以上、パート2.0月
◆その他 ： 社保完備、交通費支給、家賃補助あり

 連絡先：社会福祉法人 横磯福祉会　えの木保育園 ◆就業時間 ： 7時00分～18時00分のシフト制
 電話：0173-74-3431　携帯電話：090-6542-6326 ◆休日 ： 日曜・祝祭日、年末年始
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大戸瀬中学校保健体育委員会大戸瀬中学校保健体育委員会

熱中症予防に関わる活動が団体部門最優秀賞 !!

配
布
し
た
チ
ラ
シ

保
健
体
育
委
員
会
が
作
成
し
、

　大戸瀬中学校保健体育委員会の熱中症予防に関わる活動が「熱中症予防声かけプロジェクト」の団
体部門最優秀賞を受賞しました。「熱中症予防声かけプロジェクト」とは、全国の自治体・企業やメ
ディア・地域コミュニティなどが官民一体で、熱中症予防の声かけの輪を広げていくプロジェクトです。
　今年度の生徒会活動のテーマが「地域への奉仕　私たちにできること」に決まり、保健体育委員会
として、何が出来るかを考え、学区には高齢者が多い事、夏の気温が上がっている事を踏まえ、チラ
シを作成し高齢者へ熱中症予防を呼びかけることにし、「熱中症予防声かけプロジェクト」に参加し
ました。一人一人が責任を持って文章を作り、学区の小学校、保育所、老人福祉施設に配布しました。
また、健康推進課に協力してもらい、地域の健康診断会場に置かせてもらいました。今年は、初めて
の活動だったうえ、コロナ禍で地域の方々に直接チラシを渡すことができませんでしたが、地域の
方々には熱中症について関心を持ってもらえました。
　来年も、地域の方々に熱中症予防の呼びかけを行います。深浦町で行う、熱中症予防の呼びかけは、
地球温暖化への警鐘になると思います。みんなが健康に過ごせるよう、活動に取り組んでいきます。

深浦診療所つうしん　No.24

「我慢の日々はもう限界( ﾉД`)ｼｸｼｸ…」

　深浦町の皆様あけましておめでとうございます。(令和４年１月15日から作成中です(;^ω^))

新型コロナウイルスの猛威が再び青森県内を襲っていますねΣ(･ω･ﾉ)ﾉ！診療所スタッフは３回

目接種を終えました。私自身も３回目接種後の副反応は相変わらずですが、なんとか２日で腕

の痛みと軽い倦怠感以外は元に戻りました(‘ω’)ノ。町民の方の３回目接種も始まり、５歳か

ら11歳の子どものワクチン接種もいよいよとなってきました。もちろん私の長男(５歳)も自身

の身を守るため、そして周囲の人を守るため、感染リスクの高い医療従事者の家族として受け

させるつもりです。

　さて、そんな小児へのワクチン接種について巷では様々な意見が出ています。ようやく１月

末くらいになり、小児感染例が急増しているからか、小児のワクチン接種についての関心もさ

らに増えたように感じます。しかし、小児は感染しても重症化しないと思い、ワクチン接種に

躊躇されている方もいるのではないでしょうか。実際のところ確かにほとんどの小児はいわゆ

る風邪のような症状で済んでいるのかもしれません。しかし、日本小児科学会が発表した中間

報告第２報によれば、少なくとも感染した子どものうち19人が集中治療室で治療を受けており、

コロナへの自然感染で６人の小児が心筋炎を発症しています。そして、残念ながら４歳以下の

小児が１人亡くなっています。要するに、子どもでも新型コロナウイルスに感染すれば、重症

化する可能性はありますし、子どもが死んでしまう可能性も少なからずあるということです。

テレビ等ではあまりこのことを言わないためどうにも子どもの感染は軽症だと勘違いする人が

多い気がします。また、ワクチン接種についても接種後の副反応が心配と考えている方もいる

と思われますが、こちらも大人に比べ、副反応を訴える小児が少なく、現段階では小児に対す

る、ワクチン接種において有害事象は発生していないようです。まあ、あくまで私の情報も数

ある情報の中の一つの情報でしかありません。

　最終的な小児のワクチン接種の判断ははご両親の判断に委ねられますが、感染しても軽く済

むから打たないという短絡的な考えにだけはならないようにお願いします。

　タイトルと内容があってないですね(;^ω^)。まあ、とにかく今は無事に深浦町の３回目集団

接種をスムーズに終えるためにも、接種までの間の感染予防や接種会場での滞在時間短縮のた

め、事前の問診表作成及び寒い日が続いていますが、肩が簡単に出せる着衣の着用にご

協力をお願いします_(._.)_

　最後に、最近私の子ども達は、ネズミのキャラクターで有名な某夢の国がテレビに

映ると、「パパ、ここ楽しそう！行ってみたい！パパ連れて行ってね(⌒∇⌒)」と

満面の笑顔で話してきます。そんな子どもたちの願いを今年は叶えてあげられる

１年になるように願いを込めて、ワクチン接種を含め、地域医療をチーム深浦診

療所の一員として支えていきたいと思います。今年１年よろしくお願い致します。

深浦診療所　医員　島 田 雅 仁

「農地の所有権移転・地目変更・転用許可申請」・「遺産分割協議」 等々

住所　038-2501　青森県西津軽郡深浦町大字柳田字築棒沢133番地11

電話・fax　0173－76－2753　　【　青森県行政書士会所属　】

行政事務にかかわる「お悩み」のことについて、お気軽にご相談を!!

行政書士　岩谷　司　事務所
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ディア・地域コミュニティなどが官民一体で、熱中症予防の声かけの輪を広げていくプロジェクトです。
　今年度の生徒会活動のテーマが「地域への奉仕　私たちにできること」に決まり、保健体育委員会
として、何が出来るかを考え、学区には高齢者が多い事、夏の気温が上がっている事を踏まえ、チラ
シを作成し高齢者へ熱中症予防を呼びかけることにし、「熱中症予防声かけプロジェクト」に参加し
ました。一人一人が責任を持って文章を作り、学区の小学校、保育所、老人福祉施設に配布しました。
また、健康推進課に協力してもらい、地域の健康診断会場に置かせてもらいました。今年は、初めて
の活動だったうえ、コロナ禍で地域の方々に直接チラシを渡すことができませんでしたが、地域の
方々には熱中症について関心を持ってもらえました。
　来年も、地域の方々に熱中症予防の呼びかけを行います。深浦町で行う、熱中症予防の呼びかけは、
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目接種を終えました。私自身も３回目接種後の副反応は相変わらずですが、なんとか２日で腕

の痛みと軽い倦怠感以外は元に戻りました(‘ω’)ノ。町民の方の３回目接種も始まり、５歳か

ら11歳の子どものワクチン接種もいよいよとなってきました。もちろん私の長男(５歳)も自身
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させるつもりです。
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末くらいになり、小児感染例が急増しているからか、小児のワクチン接種についての関心もさ
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ある情報の中の一つの情報でしかありません。
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め、事前の問診表作成及び寒い日が続いていますが、肩が簡単に出せる着衣の着用にご

協力をお願いします_(._.)_

　最後に、最近私の子ども達は、ネズミのキャラクターで有名な某夢の国がテレビに

映ると、「パパ、ここ楽しそう！行ってみたい！パパ連れて行ってね(⌒∇⌒)」と

満面の笑顔で話してきます。そんな子どもたちの願いを今年は叶えてあげられる

１年になるように願いを込めて、ワクチン接種を含め、地域医療をチーム深浦診

療所の一員として支えていきたいと思います。今年１年よろしくお願い致します。
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●
ご
紹
介
す
る
内
容

　

　
今
回
の
お
話
は
「
国
民
保
護
」
で
す
。

日
常
生
活
と
は
遠
い
お
話
に
思
え
ま
す

が
、
実
は
自
然
現
象
や
大
事
故
由
来
の

防
災
と
も
関
係
が
深
く
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
基
本
的
な
事
柄
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

●
武
力
攻
撃
事
態
等
と
国
民
保
護
措
置

と
は

　
日
本
国
に
対
し
て
外
部
か
ら
、
弾
道

ミ
サ
イ
ル
や
航
空
攻
撃
、
船
舶
・
航
空

機
等
に
よ
る
上
陸
攻
撃
、
ゲ
リ
ラ
・
特

殊
部
隊
等
に
よ
り
攻
撃
さ
れ
る
事
態
を

「
武
力
攻
撃
事
態
」
と
言
い
ま
す
。

　
一
方
、
破
壊
工
作
の
意
図
を
持
っ
た

国
や
テ
ロ
組
織
な
ど
に
よ
り
、
航
空
機

を
利
用
し
た
自
爆
攻
撃
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
や
大
規
模
集
客
施
設
等
を
爆
破
や
化

学
剤
で
攻
撃
さ
れ
る
事
態
を
「
緊
急
対

処
事
態
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
、
国
が
主
体
と
な
っ
て
こ
れ
ら
の

事
態
か
ら
国
民
の
生
命
身
体
又
は
財
産

を
守
る
た
め
に
活
動
を
行
う
こ
と
を

「
国
民
保
護
措
置
」
と
言
い
ま
す
。

（
念
の
た
め
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
事
態
は
起
こ
す
べ
き
で
は

な
い
、
あ
り
得
な
い
等
の
ご
意
見
や
議

論
は
、
今
回
は
一
旦
置
い
て
、
万
一
生

起
し
た
場
合
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。）

●
武
力
攻
撃
災
害
か
ら
国
民
保
護
措
置

に
至
る
流
れ

　
冒
頭
で
、
防
災
と
関
係
が
深
い
と
述

べ
ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
を
仮
定
の
話

と
し
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
某
国
か

ら
日
本
国
の
重
要
施
設
に
向
け
発
射
さ

れ
た
ミ
サ
イ
ル
が
、
不
幸
に
も
町
へ
着

弾
し
た
と
し
ま
す
。
町
民
Ａ
さ
ん
は
時

間
を
お
い
て
着
弾
現
場
に
来
ま
し
た
が
、

建
物
が
多
数
壊
れ
火
災
が
発
生
し
て
い

る
原
因
が
、
先
ほ
ど
述
べ
た
弾
道
ミ
サ

イ
ル
や
大
規
模
な
破
壊
活
動
だ
と
し
て

も
、
す
ぐ
に
は
判
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

国
が
こ
の
事
態
を
情
報
収
集
の
結
果
、

外
部
か
ら
の
攻
撃
と
認
め
た
場
合
「
武

力
攻
撃
事
態
」
の
認
定
と
対
処
方
針
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
こ
の
事
象
が
自
然
災

害
や
事
故
災
害
と
は
似
て
非
な
る
「
武

力
攻
撃
災
害
」
の
扱
い
と
な
り
、
本
来

国
が
司
令
塔
と
な
っ
て
判
断
処
理
す
べ

き
事
案
と
な
り
ま
す
。
（
但
し
、
結
果

と
し
て
こ
の
災
害
が
「
武
力
攻
撃
災

害
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
災
害
の
初

動
期
は
原
因
判
別
が
不
明
確
で
あ
っ
た

り
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
ら
し
い
と
分
か
っ

た
と
し
て
も
事
態
認
定
に
は
タ
イ
ム
ラ

グ
が
あ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、

町
長
は
、
被
害
の
拡
大
を
防
止
し
、
町

民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
原

因
に
関
わ
ら
ず
自
主
的
に
対
応
す
る
こ

アプリで簡単！
防災放送の内容が確認できます！

下記QRからインストールしてください。詳しい設定方法は４月16日発行の
「深浦町防災行政情報伝達システム」紹介パンフレットをご確認ください。

アンドロイド用 iPhone用

武力攻撃事態類型イメージ

と
に
な
り
ま
す
。
）

　
こ
の
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
認
定
の

後
、
国
か
ら
の
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お

け
る
警
報
」
に
よ
っ
て
①
事
態
の
現
状

や
予
測
②
攻
撃
が
迫
り
、
又
は
さ
れ
て

い
る
地
域
③
住
民
に
周
知
さ
せ
る
べ
き

事
項
が
発
令
さ
れ
、
併
せ
て
「
避
難
措

置
の
指
示
」
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
町
は
、
災
害
の
警
戒
区
域
を
設
定
す

る
な
ど
被
害
拡
大
防
止
対
策
を
継
続
し

つ
つ
、
国
・
県
と
調
整
し
な
が
ら
町
民

を
安
全
な
場
所
に
避
難
・
誘
導
し
ま
す
。

避
難
先
は
、
町
内
の
指
定
避
難
施
設
か
、

町
内
で
安
全
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、

町
外
へ
広
域
避
難
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
以
上
が
、
「
国
民
保
護
措
置
」
に

関
す
る
大
ま
か
な
流
れ
で
す
。

●
町
は
ど
ん
な
準
備
を
し
て
い
る
？

　
町
は
、
国
民
保
護
法
に
よ
っ
て
、
深

浦
町
国
民
保
護
計
画
を
定
め
て
、
国
や

県
と
の
連
携
要
領
や
町
民
へ
の
情
報
提

供
要
領
、
避
難
誘
導
要
領
等
を
定
め
て

各
種
の
事
態
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
整
備
し
て
、
弾
道
ミ
サ

イ
ル
発
射
情
報
な
ど
、
緊
急
情
報
が
国

か
ら
直
接
町
民
に
届
く
よ
う
な
体
制
も

整
え
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
に
は
、

国
及
び
県
と
共
同
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻

撃
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
深
浦
地
区

で
行
い
、
情
報
伝
達
や
避
難
方
法
等
を

確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
物
的
準
備

等
は
、
自
然
災
害
等
に
対
す
る
準
備
と

概
ね
同
様
の
内
容
と
な
る
た
め
、
こ
れ

ら
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

●
ま
と
め

　
日
本
は
先
の
大
戦
後
約
七
十
年
間
、

幸
い
に
し
て
他
国
と
の
戦
争
・
紛
争
を

招
く
こ
と
無
く
、
今
日
を
迎
え
て
い
ま

す
。
そ
の
間
に
お
い
て
も
国
内
で
は
、

一
九
九
五
年
に
「
オ
ウ
ム
真
理
教
地
下

鉄
サ
リ
ン
」
な
ど
の
テ
ロ
が
あ
り
ま
し

た
。
近
隣
国
と
の
関
係
で
は
、
北
朝
鮮

に
よ
る
日
本
人
拉
致
、
二
０
０
一
年
に

は
九
州
南
西
海
沖
の
「
工
作
船
不
法
侵

入
及
び
自
爆
事
案
」
、
そ
の
後
の
度
重

な
る
「
ミ
サ
イ
ル
実
験
や
核
開
発
」
、

中
国
の
二
０
一
０
年
尖
閣
諸
島
沖
「
漁

船
衝
突
事
件
」
な
ど
、
国
同
士
の
緊
張

が
高
ま
っ
た
時
期
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
国
民
は
『
不
吉
な
こ
と
は
考
え

な
い
、
考
え
た
く
な
い
』
な
ど
と
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
無
関

心
は
最
終
的
に
そ
の
個
人
が
リ
ス
ク
を

負
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
周
辺
に
は

価
値
観
や
体
制
の
全

く
異
な
る
国
々
が
隣

り
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
国
同
士
の
思
惑

は
、
時
と
し
て
ぶ
つ

か
り
合
い
ま
す
。
こ

れ
は
相
手
国
の
立
場

か
ら
見
て
も
同
様
で

す
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
や

日
々
の
生
活
で
『
国

の
○
○
事
態
』
な
ど

と
言
っ
て
い
る
場
合

で
な
い
！
」
と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
る
の
も
十
分
理
解
は
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
様
な
世
界

的
困
難
こ
そ
、
現
状
を
変
更
す
る
恰
好

の
機
会
と
考
え
る
国
や
指
導
者
が
現
れ

て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
の
が
国
際
情

勢
と
い
う
も
の
で
す
。

　
終
わ
り
に
、
「
国
民
保
護
」
が
想
定

す
る
事
態
が
直
ぐ
に
起
き
る
と
も
思
い

ま
せ
ん
が
、
こ
の
先
、
絶
対
起
き
な
い

と
も
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
我
々
国
民
の

意
識
や
関
心
が
、
最
終
的
に
最
悪
の
事

態
を
防
ぐ
力
と
な
り
、
日
常
の
安
全
安

心
が
続
く
こ
と
に
繋
が
る
の
を
願
う
ば

か
り
で
す
。（

総
務
課
　
消
防
防
災
係
）
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消
防
庁
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●
ご
紹
介
す
る
内
容

　

　
今
回
の
お
話
は
「
国
民
保
護
」
で
す
。

日
常
生
活
と
は
遠
い
お
話
に
思
え
ま
す

が
、
実
は
自
然
現
象
や
大
事
故
由
来
の

防
災
と
も
関
係
が
深
く
、
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
基
本
的
な
事
柄
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

●
武
力
攻
撃
事
態
等
と
国
民
保
護
措
置

と
は

　
日
本
国
に
対
し
て
外
部
か
ら
、
弾
道

ミ
サ
イ
ル
や
航
空
攻
撃
、
船
舶
・
航
空

機
等
に
よ
る
上
陸
攻
撃
、
ゲ
リ
ラ
・
特

殊
部
隊
等
に
よ
り
攻
撃
さ
れ
る
事
態
を

「
武
力
攻
撃
事
態
」
と
言
い
ま
す
。

　
一
方
、
破
壊
工
作
の
意
図
を
持
っ
た

国
や
テ
ロ
組
織
な
ど
に
よ
り
、
航
空
機

を
利
用
し
た
自
爆
攻
撃
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
や
大
規
模
集
客
施
設
等
を
爆
破
や
化

学
剤
で
攻
撃
さ
れ
る
事
態
を
「
緊
急
対

処
事
態
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

場
合
、
国
が
主
体
と
な
っ
て
こ
れ
ら
の

事
態
か
ら
国
民
の
生
命
身
体
又
は
財
産

を
守
る
た
め
に
活
動
を
行
う
こ
と
を

「
国
民
保
護
措
置
」
と
言
い
ま
す
。

（
念
の
た
め
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
事
態
は
起
こ
す
べ
き
で
は

な
い
、
あ
り
得
な
い
等
の
ご
意
見
や
議

論
は
、
今
回
は
一
旦
置
い
て
、
万
一
生

起
し
た
場
合
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。）

●
武
力
攻
撃
災
害
か
ら
国
民
保
護
措
置

に
至
る
流
れ

　
冒
頭
で
、
防
災
と
関
係
が
深
い
と
述

べ
ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
を
仮
定
の
話

と
し
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
某
国
か

ら
日
本
国
の
重
要
施
設
に
向
け
発
射
さ

れ
た
ミ
サ
イ
ル
が
、
不
幸
に
も
町
へ
着

弾
し
た
と
し
ま
す
。
町
民
Ａ
さ
ん
は
時

間
を
お
い
て
着
弾
現
場
に
来
ま
し
た
が
、

建
物
が
多
数
壊
れ
火
災
が
発
生
し
て
い

る
原
因
が
、
先
ほ
ど
述
べ
た
弾
道
ミ
サ

イ
ル
や
大
規
模
な
破
壊
活
動
だ
と
し
て

も
、
す
ぐ
に
は
判
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

国
が
こ
の
事
態
を
情
報
収
集
の
結
果
、

外
部
か
ら
の
攻
撃
と
認
め
た
場
合
「
武

力
攻
撃
事
態
」
の
認
定
と
対
処
方
針
が

閣
議
決
定
さ
れ
、
こ
の
事
象
が
自
然
災

害
や
事
故
災
害
と
は
似
て
非
な
る
「
武

力
攻
撃
災
害
」
の
扱
い
と
な
り
、
本
来

国
が
司
令
塔
と
な
っ
て
判
断
処
理
す
べ

き
事
案
と
な
り
ま
す
。
（
但
し
、
結
果

と
し
て
こ
の
災
害
が
「
武
力
攻
撃
災

害
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
災
害
の
初

動
期
は
原
因
判
別
が
不
明
確
で
あ
っ
た

り
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
ら
し
い
と
分
か
っ

た
と
し
て
も
事
態
認
定
に
は
タ
イ
ム
ラ

グ
が
あ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、

町
長
は
、
被
害
の
拡
大
を
防
止
し
、
町

民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
原

因
に
関
わ
ら
ず
自
主
的
に
対
応
す
る
こ

アプリで簡単！
防災放送の内容が確認できます！

下記QRからインストールしてください。詳しい設定方法は４月16日発行の
「深浦町防災行政情報伝達システム」紹介パンフレットをご確認ください。

アンドロイド用 iPhone用

武力攻撃事態類型イメージ

と
に
な
り
ま
す
。
）

　
こ
の
「
武
力
攻
撃
事
態
」
の
認
定
の

後
、
国
か
ら
の
「
武
力
攻
撃
事
態
に
お

け
る
警
報
」
に
よ
っ
て
①
事
態
の
現
状

や
予
測
②
攻
撃
が
迫
り
、
又
は
さ
れ
て

い
る
地
域
③
住
民
に
周
知
さ
せ
る
べ
き

事
項
が
発
令
さ
れ
、
併
せ
て
「
避
難
措

置
の
指
示
」
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
町
は
、
災
害
の
警
戒
区
域
を
設
定
す

る
な
ど
被
害
拡
大
防
止
対
策
を
継
続
し

つ
つ
、
国
・
県
と
調
整
し
な
が
ら
町
民

を
安
全
な
場
所
に
避
難
・
誘
導
し
ま
す
。

避
難
先
は
、
町
内
の
指
定
避
難
施
設
か
、

町
内
で
安
全
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
、

町
外
へ
広
域
避
難
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
以
上
が
、
「
国
民
保
護
措
置
」
に

関
す
る
大
ま
か
な
流
れ
で
す
。

●
町
は
ど
ん
な
準
備
を
し
て
い
る
？

　
町
は
、
国
民
保
護
法
に
よ
っ
て
、
深

浦
町
国
民
保
護
計
画
を
定
め
て
、
国
や

県
と
の
連
携
要
領
や
町
民
へ
の
情
報
提

供
要
領
、
避
難
誘
導
要
領
等
を
定
め
て

各
種
の
事
態
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
整
備
し
て
、
弾
道
ミ
サ

イ
ル
発
射
情
報
な
ど
、
緊
急
情
報
が
国

か
ら
直
接
町
民
に
届
く
よ
う
な
体
制
も

整
え
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
に
は
、

国
及
び
県
と
共
同
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻

撃
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
深
浦
地
区

で
行
い
、
情
報
伝
達
や
避
難
方
法
等
を

確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
物
的
準
備

等
は
、
自
然
災
害
等
に
対
す
る
準
備
と

概
ね
同
様
の
内
容
と
な
る
た
め
、
こ
れ

ら
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

●
ま
と
め

　
日
本
は
先
の
大
戦
後
約
七
十
年
間
、

幸
い
に
し
て
他
国
と
の
戦
争
・
紛
争
を

招
く
こ
と
無
く
、
今
日
を
迎
え
て
い
ま

す
。
そ
の
間
に
お
い
て
も
国
内
で
は
、

一
九
九
五
年
に
「
オ
ウ
ム
真
理
教
地
下

鉄
サ
リ
ン
」
な
ど
の
テ
ロ
が
あ
り
ま
し

た
。
近
隣
国
と
の
関
係
で
は
、
北
朝
鮮

に
よ
る
日
本
人
拉
致
、
二
０
０
一
年
に

は
九
州
南
西
海
沖
の
「
工
作
船
不
法
侵

入
及
び
自
爆
事
案
」
、
そ
の
後
の
度
重

な
る
「
ミ
サ
イ
ル
実
験
や
核
開
発
」
、

中
国
の
二
０
一
０
年
尖
閣
諸
島
沖
「
漁

船
衝
突
事
件
」
な
ど
、
国
同
士
の
緊
張

が
高
ま
っ
た
時
期
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。

　
日
本
国
民
は
『
不
吉
な
こ
と
は
考
え

な
い
、
考
え
た
く
な
い
』
な
ど
と
言
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
無
関

心
は
最
終
的
に
そ
の
個
人
が
リ
ス
ク
を

負
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
周
辺
に
は

価
値
観
や
体
制
の
全

く
異
な
る
国
々
が
隣

り
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
国
同
士
の
思
惑

は
、
時
と
し
て
ぶ
つ

か
り
合
い
ま
す
。
こ

れ
は
相
手
国
の
立
場

か
ら
見
て
も
同
様
で

す
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
や

日
々
の
生
活
で
『
国

の
○
○
事
態
』
な
ど

と
言
っ
て
い
る
場
合

で
な
い
！
」
と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
る
の
も
十
分
理
解
は
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
様
な
世
界

的
困
難
こ
そ
、
現
状
を
変
更
す
る
恰
好

の
機
会
と
考
え
る
国
や
指
導
者
が
現
れ

て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
の
が
国
際
情

勢
と
い
う
も
の
で
す
。

　
終
わ
り
に
、
「
国
民
保
護
」
が
想
定

す
る
事
態
が
直
ぐ
に
起
き
る
と
も
思
い

ま
せ
ん
が
、
こ
の
先
、
絶
対
起
き
な
い

と
も
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
我
々
国
民
の

意
識
や
関
心
が
、
最
終
的
に
最
悪
の
事

態
を
防
ぐ
力
と
な
り
、
日
常
の
安
全
安

心
が
続
く
こ
と
に
繋
が
る
の
を
願
う
ば

か
り
で
す
。（

総
務
課
　
消
防
防
災
係
）

参
考
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防
庁
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ム
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　はじめまして。公認心理師の佐藤と申します。
「公認心理師」という言葉を初めて聞いた方もい
らっしゃるのではないでしょうか？公認心理師と
は「国民の心の健康のために、心理学的な知識を
用いてあらゆる活動をする専門職」で、医療・教
育・福祉・産業・司法といった分野で活動してい
ます。
　さて、ここからが本題です。新型コロナウイル
ス感染症の拡大によって私達の生活は大きく様変
わりしました。今でこそ定着した「マスク着用」
「手指消毒」「３密回避」などの生活習慣の変更
に始まり、「県をまたぐ移動の制限」「お店の時
短営業」など、生活する上で欠かせない活動が制
限されました。未知のウイルスとどう付き合えば
いいのか？ただでさえ不安を感じる状況に加え、
こうした制限によってさらに不安が強くなった方
が大勢いらっしゃったと思います。私も仕事をす
る上で「患者さんと時間をかけて心置きなく話す
事」「患者さん達と皆で集まって話し合う事」な
どは控えざるを得なくなり、それらをする時は罪
悪感を覚える状態になりました。「当たり前」が
ひっくり返りました。
　こうした只事ではない状況におかれれば、不安
や恐怖を感じるのが当然です。「元気がでない」
「眠りが浅い」「何をしても楽しくない」など、
心の不調を感じた方もいらっしゃると思いますが、
実はこれは誰にでも起きうる、人間が生命を維持
するための正常な反応です。とは言え、もしもこ
のような不調が続いていたり、あるいはそんな方

を見かけたりしたら「たいしたことない」なんて
済ませずに、身近な人や専門機関に相談して頂き
たいです。厚生労働省をはじめ各自治体や様々な
団体が、ホームページや広報誌等で心の不調への
対処方法や相談機関の情報を発信していますので、
ご参考にしてください。
　「適応」という言葉がありますが、心理学では
「環境の変化に応じて自らを変化させること」と
いう意味で使います。このコロナ禍の中、はっき
りとした不調を感じることなく新しい生活スタイ
ルに適応し、日々を過ごしていらっしゃる方々に
も意識していただきたいことがあります。実は、
適応し続けること自体が相当にストレスなことで、
とても大変なことです。今日もここに普段と変わ
らない生活を送る事ができているなら、気づきに
くいかもしれませんが、それはご自身の努力の結
果です。是非「自分は、よく頑張って今日もここ
に生きている」「十分に励んでいる」とご自分の
労をねぎらって頂きたいです。そうすることが心
のセルフケアとなり、心の健康を保つことに繋が
ります。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

コロナ禍のメンタルヘルス　
「頑張っている自分を労いましょう」

健康
万歩計
健康
万歩計

『健康こそ宝』深浦町保健センターだより『健康こそ宝』深浦町保健センターだより

　皆さんは毎朝しっかり朝食をとっていますか？「朝は少しでも長く寝ていたい…」と朝食を抜い
ていませんか？朝食を抜くことで、生活習慣病の危険性が高くなります。そこで、今回は朝食と生
活習慣病の関連についてお話します。

●生活習慣病とは？
　偏った食事や運動不足、喫煙、過度の飲酒などの生活習慣が原因で起こる病気のことです。
高血圧や糖尿病、脳卒中などが生活習慣病として挙げられます。

●朝食を抜くとは？
　単に食事をしないということではなく、錠剤などによる栄養素の補給、栄養ドリンクのみ、菓
子・果物・乳製品・し好飲料などの食品のみを口にすることは朝食をとったとは言えません。

●朝食を抜くと生活習慣病の危険性を高めます！
１．肥満につながる
　朝食を抜いて１日の食事回数を少なくすると、中性脂肪やコレステロール
が増え、肥満の原因になります。
肥満は、高血圧症や糖尿病、心臓の病気の危険性を高めます。
　
２．血糖値が高くなる

　朝食を抜くと、昼食や夕食後の急激な血糖上昇を招きます。急激な
血糖上昇も高血糖や糖尿病などの危険性を高めます。
また、空腹の状態が長くなると食欲が増して、１回の食事量も多くな
ります。

　
●バランスのよい食事に大切な３つの栄養素
　ただ“朝食をとればいい”というわけではありません。栄養素にも気を付けて食べることで、
生活習慣病にも負けない健康的な体をつくり、１日を元気に過ごすことができます。

１日を元気に過ごすため、生活習慣病の予防にも大切な朝食。
毎日少しでも口にすることから始めましょう！

深浦町　健康推進課　☎0173－82－0288

朝食で生活習慣病を予防しましょう！

佐　藤　可　奈　先生
布施病院　公認心理師

「炭水化物」
 …ご飯やパンなど

「たんぱく質」
 …牛乳、卵、肉、魚など

「ビタミン、ミネラル類」
 …野菜、果物など

　脳の最大の栄養は「ブド
ウ糖」！集中力アップのた
めにも大切なエネルギー源
です。

　筋肉づくりや体温上昇に
必要な栄養素。体温を上げ
て体を目覚めさせてくれま
す。

　摂取した栄養素（炭水化
物やたんぱく質）を分解し
て、体の調子を整えてくれ
ます。
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深
校
だ
よ
り

《１月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,564人
　3,957人
　7,521人
　3,603世帯

（－ 9）
（－ 8）
（－17）
（－ 6）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.91㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
12
月
21
日
〜
１
月
20
日
ま
で
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出

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

佐

　藤

　八
重
子
（
92
）
横

　
　磯

江

　村

　新

　市
（
77
）
３

　
　区

宮

　本

　和

　子
（
83
）
５

　
　区

川

　村

　平

　内
（
96
）
相

野

山

福

　沢

　と

　め
（
76
）
驫

　
　木

野

　呂

　健

　一
（
86
）
驫

　
　木

山

　下

　さ

　わ
（
91
）
晴

　
　山

佐

　藤

　
　
　强
（
86
）
晴

　
　山

青

　島

　昭

　夫
（
87
）
北
金
１
区

大

　川

　彦

　八
（
95
）
北
金
１
区

京

　谷

　キ

　ヌ
（
88
）

　
　関

櫻

　庭

　公

　廣
（
91
）

　
　関

藤

　田

　律

　江
（
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柳

　
　田

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
２
年
ぶ
り
に
深
浦
町
の
成
人
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
コ

ロ
ナ
の
関
係
で
冬
に
開
催
。
一
生
に
一

度
し
か
着
れ
な
い
振
袖
を
着
た
若
者
の

晴
れ
姿
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
私
も
昔
、
深
浦
町
の
成
人
式
に
参
加

し
、
同
級
生
た
ち
と
盛
り
上
が
っ
た
の

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
当
時
は
夏
の
開

催
で
し
た
が
「
成
人
式
に
絶
対
振
袖
を

着
る
!!
」
と
変
な
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て

い
た
私
は
、
式
中
一
人
だ
け
汗
を
ダ
ラ

ダ
ラ
か
き
な
が
ら
振
袖
を
着
て
お
祝
い

の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
い

い
思
い
出
で
す
。

 

今
年
の
成
人
式
も
若
い
エ
キ
ス
を
存

分
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
話
す
言
葉

も
お
ば
さ
ん
に
な
っ
て
き
て
悲
し
く
な

り
ま
し
た
（
泣
）

姑
似
だ
と
言
わ
れ
て
嬉
し
初
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
呂
　
み
ち
ゑ

眠
り
ゆ
く
山
懐
に
小
さ
き
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
子
田
　
ツ
　
エ

静
け
さ
を
破
る
除
雪
の
朝
続
く
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
戸
　
た
か
女

初
鏡
眉
や
わ
ら
か
く
紅
薄
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
幸
　
子

し
っ
か
り
と
無
神
論
者
の
初
詣
　
　
　
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
月
　
子

九
十
四
才
の
母
の
熟
睡
を
つ
つ
む
夜
着
　
　
　
　
　
山
　
本
　
こ
う
女

は
は
に

い

う
れ

ね
む

や
ま
ふ
と
こ
ろ

ち

む
ら

し
ず

や
ぶ

じ
ょ
せ
つ

あ
さ
つ
づ

は
つ
か
が
み
ま
ゆ

べ
に
う
す

む
し
ん
ろ
ん
し
ゃ

は
つ
も
う
で

く
じ
ゅ
う
し

は
は

う
ま
い

よ

ぎ

は
つ
か
が
み

最
後
の
高
校
生
活

　
１
月
11
日
か
ら
３
学
期
が
始
ま
り
、
３
年
次
生
は
、
高
校

生
活
最
後
の
学
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
残
り
の

学
校
生
活
に
向
け
て
の
抱
負
を
紹
介
し
ま
す
。

【
３
年
次
　
村
上
　
歩
輝
】

　
高
校
生
活
の
中
で
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

体
育
祭
で
す
。
ま
た
、
高
校
生
活
を
振
り
返
る
と
、
も
っ
と

勉
強
を
頑
張
っ
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
残

り
の
学
校
生
活
で
は
、
友
達
と
の
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
り
、

勉
強
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

防
災
教
室
③

　
１
月
19
日
、
深
浦
交
番
の
協
力
を

得
て
、
学
校
に
不
審
者
が
来
た
と
き

の
対
処
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

【
３
年
次
　
永
谷
　
華
奈
】

　
不
審
者
役
の
方
の
声
が
聞
こ
え
た

と
き
は
と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
が
、

自
分
の
居
場
所
を
知
ら
れ
な
い
よ
う

に
声
を
出
さ
ず
に
隠
れ
、
無
事
に
逃

げ
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
２
年
次
　
笹
森
　
優
来
】

　
ど
こ
に
逃
げ
よ
う
か
迷
い
ま
し
た

が
、
な
る
べ
く
不
審
者
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
、
非
常
階
段
を
使
っ
て
逃
げ

ま
し
た
。
訓
練
後
の
講
話
で
は
、
多

勢
で
逃
げ
る
と
危
険
だ
と
い
う
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

百
人
一
首
大
会

　
１
月
20
日
、
百
人
一
首
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
２
人
１
組
の
ペ
ア
で
行
い
、
国
語
の
授
業
の
学
習
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

【
３
年
次
　
平
岡
　
亜
実
】

　
去
年
は
ほ
と
ん
ど
札
を
覚
え
ず
、

自
力
で
取
れ
る
枚
数
が
少
な
か
っ
た

で
す
が
、
今
年
は
ペ
ア
の
た
め
に
も
、

た
く
さ
ん
札
を
覚
え
る
努
力
を
し
ま

し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
優
勝
す
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
、
努
力
し
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

【
２
年
次
　
西
﨑
　
未
空
】

　
今
年
は
、
去
年
に
比
べ
て
札
を
多

く
覚
え
た
の
で
、
自
力
で
札
を
取
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
１
回
も
勝
て

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
楽
し
ん
で
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
、

今
年
以
上
に
自
分
で
札
を
取
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

【
２
月
の
行
事
予
定
】

【
２
年
次
】

４
日
　
漢
字
能
力
検
定

21
日
〜
25
日
　
３
学
期
期
末
考
査

【
３
年
次
２
月
の
出
校
日
】

９
日（
水
）、
16
日（
水
）、
24
日（
木
）、
28
日（
月
）

【
３
月
の
行
事
予
定
】

２
日
　
表
彰
式
・
同
窓
会
入
会
式

３
日
　
卒
業
証
書
授
与
式

岩
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）
岩
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小
山
内

　健

　一
（
92
）
岩
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　み
（
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）
岩

崎

中
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）
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平
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）
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鈴
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ノ
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）
黒
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大
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　ヱ
ミ
コ
（
89
）
黒
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松
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　鐵

　治
（
91
）
大

間

越

３月生まれのお子さんの写真を
募集します！
３月生まれのお子さんの写真を
募集します！

こんなに

元気です！ ３月生まれのお子さんの写真を
募集します！

◆対　　象　令和４年３月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に、①子供の氏名（ふりがな）、②生年月日、
　　　　　　③性別、④住所、⑤保護者名（広報には掲載しません）、⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージ
　　　　　　を記入したものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に
　　　　　　上記①～⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は今月の末日です。

問合せ先　総合戦略課　TEL 74－2122　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

♥
兼

　平

　祐

　太
（
塩
見
崎
）

渋

　谷

　真
夢
香
（
沢

　
　辺
）

戸
籍

窓
の
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相

野

山

福

　沢

　と

　め
（
76
）
驫

　
　木

野

　呂

　健

　一
（
86
）
驫

　
　木

山

　下

　さ

　わ
（
91
）
晴

　
　山

佐

　藤

　
　
　强
（
86
）
晴

　
　山

青

　島

　昭

　夫
（
87
）
北
金
１
区

大

　川

　彦

　八
（
95
）
北
金
１
区

京

　谷

　キ

　ヌ
（
88
）

　
　関

櫻

　庭

　公

　廣
（
91
）

　
　関

藤

　田

　律

　江
（
82
）
柳

　
　田

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
２
年
ぶ
り
に
深
浦
町
の
成
人
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
コ

ロ
ナ
の
関
係
で
冬
に
開
催
。
一
生
に
一

度
し
か
着
れ
な
い
振
袖
を
着
た
若
者
の

晴
れ
姿
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
私
も
昔
、
深
浦
町
の
成
人
式
に
参
加

し
、
同
級
生
た
ち
と
盛
り
上
が
っ
た
の

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
当
時
は
夏
の
開

催
で
し
た
が
「
成
人
式
に
絶
対
振
袖
を

着
る
!!
」
と
変
な
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て

い
た
私
は
、
式
中
一
人
だ
け
汗
を
ダ
ラ

ダ
ラ
か
き
な
が
ら
振
袖
を
着
て
お
祝
い

の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
い

い
思
い
出
で
す
。

 

今
年
の
成
人
式
も
若
い
エ
キ
ス
を
存

分
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
話
す
言
葉

も
お
ば
さ
ん
に
な
っ
て
き
て
悲
し
く
な

り
ま
し
た
（
泣
）

姑
似
だ
と
言
わ
れ
て
嬉
し
初
鏡
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
呂
　
み
ち
ゑ

眠
り
ゆ
く
山
懐
に
小
さ
き
村
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
子
田
　
ツ
　
エ

静
け
さ
を
破
る
除
雪
の
朝
続
く
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
戸
　
た
か
女

初
鏡
眉
や
わ
ら
か
く
紅
薄
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
幸
　
子

し
っ
か
り
と
無
神
論
者
の
初
詣
　
　
　
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
月
　
子

九
十
四
才
の
母
の
熟
睡
を
つ
つ
む
夜
着
　
　
　
　
　
山
　
本
　
こ
う
女

は
は
に

い

う
れ

ね
む

や
ま
ふ
と
こ
ろ

ち

む
ら

し
ず

や
ぶ

じ
ょ
せ
つ

あ
さ
つ
づ

は
つ
か
が
み
ま
ゆ

べ
に
う
す

む
し
ん
ろ
ん
し
ゃ

は
つ
も
う
で

く
じ
ゅ
う
し

は
は

う
ま
い

よ

ぎ

は
つ
か
が
み

最
後
の
高
校
生
活

　
１
月
11
日
か
ら
３
学
期
が
始
ま
り
、
３
年
次
生
は
、
高
校

生
活
最
後
の
学
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
残
り
の

学
校
生
活
に
向
け
て
の
抱
負
を
紹
介
し
ま
す
。

【
３
年
次
　
村
上
　
歩
輝
】

　
高
校
生
活
の
中
で
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、

体
育
祭
で
す
。
ま
た
、
高
校
生
活
を
振
り
返
る
と
、
も
っ
と

勉
強
を
頑
張
っ
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
残

り
の
学
校
生
活
で
は
、
友
達
と
の
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
り
、

勉
強
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

防
災
教
室
③

　
１
月
19
日
、
深
浦
交
番
の
協
力
を

得
て
、
学
校
に
不
審
者
が
来
た
と
き

の
対
処
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

【
３
年
次
　
永
谷
　
華
奈
】

　
不
審
者
役
の
方
の
声
が
聞
こ
え
た

と
き
は
と
て
も
怖
か
っ
た
で
す
が
、

自
分
の
居
場
所
を
知
ら
れ
な
い
よ
う

に
声
を
出
さ
ず
に
隠
れ
、
無
事
に
逃

げ
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
２
年
次
　
笹
森
　
優
来
】

　
ど
こ
に
逃
げ
よ
う
か
迷
い
ま
し
た

が
、
な
る
べ
く
不
審
者
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
、
非
常
階
段
を
使
っ
て
逃
げ

ま
し
た
。
訓
練
後
の
講
話
で
は
、
多

勢
で
逃
げ
る
と
危
険
だ
と
い
う
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

百
人
一
首
大
会

　
１
月
20
日
、
百
人
一
首
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
２
人
１
組
の
ペ
ア
で
行
い
、
国
語
の
授
業
の
学
習
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

【
３
年
次
　
平
岡
　
亜
実
】

　
去
年
は
ほ
と
ん
ど
札
を
覚
え
ず
、

自
力
で
取
れ
る
枚
数
が
少
な
か
っ
た

で
す
が
、
今
年
は
ペ
ア
の
た
め
に
も
、

た
く
さ
ん
札
を
覚
え
る
努
力
を
し
ま

し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
優
勝
す
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
、
努
力
し
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

【
２
年
次
　
西
﨑
　
未
空
】

　
今
年
は
、
去
年
に
比
べ
て
札
を
多

く
覚
え
た
の
で
、
自
力
で
札
を
取
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
１
回
も
勝
て

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
楽
し
ん
で
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
、

今
年
以
上
に
自
分
で
札
を
取
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

【
２
月
の
行
事
予
定
】

【
２
年
次
】

４
日
　
漢
字
能
力
検
定

21
日
〜
25
日
　
３
学
期
期
末
考
査

【
３
年
次
２
月
の
出
校
日
】

９
日（
水
）、
16
日（
水
）、
24
日（
木
）、
28
日（
月
）

【
３
月
の
行
事
予
定
】

２
日
　
表
彰
式
・
同
窓
会
入
会
式

３
日
　
卒
業
証
書
授
与
式

岩

　谷

　キ
ヌ
ヱ
（
89
）
岩

　
　坂

小
山
内

　健

　一
（
92
）
岩

　
　坂

堀

　内

　き

　み
（
94
）
岩

崎

中

西

　田

　
　
　一
（
80
）
正

　
　久

平

　沢

　テ

　ル
（
88
）
森

　
　山

鈴

　木

　フ
ク
ノ
（
100
）
黒

　
　崎

大

　屋

　ヱ
ミ
コ
（
89
）
黒

　
　崎

松

　橋

　鐵

　治
（
91
）
大

間

越

３月生まれのお子さんの写真を
募集します！
３月生まれのお子さんの写真を
募集します！

こんなに

元気です！ ３月生まれのお子さんの写真を
募集します！

◆対　　象　令和４年３月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に、①子供の氏名（ふりがな）、②生年月日、
　　　　　　③性別、④住所、⑤保護者名（広報には掲載しません）、⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージ
　　　　　　を記入したものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に
　　　　　　上記①～⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は今月の末日です。

問合せ先　総合戦略課　TEL 74－2122　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

♥
兼

　平

　祐

　太
（
塩
見
崎
）

渋

　谷

　真
夢
香
（
沢

　
　辺
）

戸
籍

窓
の
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発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

２月号
No.203

2
0
2
2

N
o.2
0
3

2
月
号

祝
！
成
人
！
２
０
歳
！

　
成
人
式
が
行
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
の
同
級
生
と
の
再
会

に
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

（左から）

　さいとう　ゆ　　いさん（６さい）

　すがわら　ほ の かさん（６さい）

　あきもと　く る みさん（６さい）

　いしざわ　ゆ う なさん（５さい）

みよし保育園のなかよしたち

「豆まき会　がんばるぞー！！」

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

　
憧
れ
の
職
業

　
水
島
新
司
氏
の
訃
報
に
触
れ
、
懐
か
し
く
引

っ
ぱ
り
出
し
ま
し
た
。
私
が
昔
か
い
た
野
球
漫

画
で
す
。

　
私
が
小
さ
い
頃
、
た
い
て
い
の
男
の
子
は
プ

ロ
野
球
選
手
に
憧
れ
た
も
の
で
す
。
な
に
せ

「
巨
人
、
大
鵬
、
卵
焼
き
」
の
世
代
。
私
な
ど

は
、
五
十
歳
ま
で
朝
野
球
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、

気
分
は
い
つ
で
も「
四
番
、
サ
ー
ド
、
長
嶋
」で

し
た
。（
笑
）

　
紙
と
鉛
筆
さ
え
あ
れ
ば
、
一
日
中
漫
画
を
か

い
て
過
ご
せ
る
子
で
し
た
か
ら
、
漫
画
家
へ
の

憧
れ
も
相
当
で
し
た
。

　
で
も
、
そ
の
憧
れ
も
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
り
ま
し

た
。
映
画
の
看
板
屋
さ
ん
の
仕
事
場
に
出
会
い

「
あ
ん
な
大
き
な
看
板
に
絵
が
か
け
る
ん
だ
」

と
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た
り
、
金
多
豆
蔵
の
人

形
芝
居
を
見
て
は
弟
子
入
り
を
本
気
で
悩
ん
だ

り
、
先
生
か
ら
「
お
ま
え
は
キ
ャ
ク
ホ
ン
カ
に

な
れ
る
」
と
ヨ
イ
シ
ョ
さ
れ
、
そ
の
意
味
も
よ

く
わ
か
ら
な
い
の
に
の
ぼ
せ
上
が
っ
た
り…

…

。

　
憧
れ
の
ベ
ク
ト
ル
が
に
ぎ
や
か
に
あ
ち
こ
ち

乱
れ
飛
ん
で
、
ひ
と
り
勝
手
に
盛
り
上
が
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
子
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
今
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
？

　
数
年
前
、
小
学
校
卒
業
前
の
あ
る
男
の
子
に
、

将
来
な
り
た
い
職
業
を
き
い
た
と
こ
ろ
、
返
っ

て
き
た
答
え
が
「
コ
ン
ビ
ニ
の
店
員
」
。
「
男

子
一
生
の
仕
事
と
し
て
は
も
の
た
り
な
い
。
店

長
と
か
オ
ー
ナ
ー
を
め
ざ
さ
な
い
の
か
？
」
と

き
き
返
す
と
、
「
一
生
バ
イ
ト
し
な
が
ら
、
貯

め
た
お
金
で
好
き
な
ゲ
ー
ム
を
買
う
」
と
の
こ

と
。

　
正
直
、
み
み
っ
ち
い
夢
に
失
望
し
ま
し
た
。

よ
く
聞
く
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
か
、
ス
ポ
ー
ツ

選
手
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
方
が
ま
だ
ま
し
で
す
。

　
自
分
の
度
量
は
さ
て
置
い
て
、
身
の
程
知
ら

ず
の
大
き
な
夢
を
ド
ド
ン
と
持
つ
の
が
子
ど
も

と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
。
叶
う
叶
わ
な
い
に
関

係
な
く
、
そ
の
憧
れ
の
強
さ
が
、
人
生
を
突
き

動
か
す
け
っ
こ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い

く
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
長
じ
る
に
つ
れ
、
い
や
で
も
夢
と
現
実
の
距

離
を
客
観
視
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
夢
の
捨
て

方
や
そ
の
代
わ
り
も
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
す
。

　
私
も
憧
れ
は
し
ま
し
た
が
、
本
気
で
漫
画
家

を
め
ざ
し
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
画

力
は
自
然
に
向
上
し
て
も
、
私
に
は
深
い
思

想
・
哲
学
も
な
い
、
ス
ト
ー
リ
ー
構
想
力
も
す

ぐ
に
底
を
つ
く
だ
ろ
う
。
趣
味
の
範
囲
内
で
楽

し
め
。
大
人
に
必
要
な
の
は
、
冷
静
な
自
己
分

析
だ
！

　
正
し
い
判
断
だ
っ
た
と
、
今
は
思
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
　
　（
教
育
長
　
草
創
　
文
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
創
教
育
長
の

　
　
　「今
月
の
一
枚
」


